
会　議　録 令和７年７月７日作成 令和11年３月末日廃棄

会議名 　京都府下鴨警察署協議会（令和７年度第１回）　

開催日 　令和７年６月12日（木曜日）

時　間 　午後３時から午後４時45分までの間（ 105分）

場　所 　京都府下鴨警察署　道場

 　鞍谷会長、三浦副会長、近藤副会長、岩渕委員、竹中委員、松延委員、平塩委員、

 　彦惣委員、木山委員、森谷委員、井辻委員　 

出席者
 　（欠席　村田委員、今冨委員） 　　　　　　　　　　　　　　　     計11人

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長、 

　警備課長、広聴相談係長　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 計９人

諮  問 １　管内の犯罪発生状況について 

事  項 ２　管内の交通事故発生状況について

 １　委嘱状交付式、役員改選、新役員挨拶、委員自己紹介　　　　　司会　副署長 

 ２　署長挨拶、署幹部紹介 

 ３　協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　会長 

  （1）諮問事項説明 

 　　 ア　管内の犯罪発生状況について～生活安全課長 

 　　 イ　特殊詐欺の手口について～刑事課長 

 【委員】高齢者の相談窓口を担当している。特殊詐欺の被害に関する相談が非常に

 　　　多いが、「国際電話利用休止作戦」のことは知らなかった。被害防止には有効

会　議 　　　な手段であるので、早速、高齢者の方々に案内してあげたい。最寄りの交番

内　容 　　　でも受け付けてくれるのか。 

 【警察】最寄りの交番や警察署で相談してくれれば、申込書１枚で簡単に手続きが

 　　　でき、通信会社が行っている国際電話利用休止センターに一括して申込みを

 　　　行う。是非、積極的に利用していただきたい。 

 【委員】警察官かたりの手口に関する説明は分かりやすかった。実際にLINE通話で

 　　　取調べを行うとして、警察手帳を見せられたという相談を受けたことがある。

 　　　その時の画像を見せてもらったが、本物の警察手帳を見たことがないので、

 　　　なんとアドバイスすればよいのか分からなかった。 

 【警察】偽の警察官が現れ、LINE通話で取調べを行うとして、画面越しに警察手帳

 　　　や逮捕状を見せることは、今の日本の警察ではあり得ないことなので、覚え



 　　　ておいてほしい。 

  （2）諮問事項説明 

 　　  管内の交通事故発生状況について～署長 

 【委員】高齢者の事故が多いと感じる。高齢者による交通事故の実態はどのような

 　　　ものか。 

 【警察】令和６年中、下鴨署管内の高齢ドライバーの交通事故は全体の35パーセン

 　　　トで、京都府下では割合が高い結果であった。 

 　　　　事故の形態としては、単独事故が最も多く、御自身のハンドル操作やブレ

 　　　ーキ操作の誤りによるものであった。 

 【委員】高齢者に対する交通安全教室は行っているのか。 

 【警察】高齢者が集まるイベントがあれば、積極的に出向いて交通安全教室を行っ

 　　　ている。 

 　　　　 その際には、基本的なこととして、 

 　　　　 ①　体調が悪いときには運転をやめましょう。 

 　　　　 ②　もう一度、交通ルールを思い起こしましょう。 

 　　　 ということを強く呼び掛けている。 

 【委員】高齢ドライバーへの対応だけでなく、家族に対するサポートを行っている

 　　　と説明してくださり、非常にありがたいと思った。安全運転相談窓口である

 　　　「♯8080」は本当に良い取組だと思う。もっと広く知らしめてほしい。 

会　議 【警察】本人の気持ちとは逆に、「もう運転をやめてほしい。」と考えている方も多

内　容 　　　いと思うので、御家族の方からも相談を受け付け、引き続き、より良いアド

 　　　バイスができるようにしていきたい。 

 【委員】自転車のヘルメット着用義務が法制化されたはずだが、ヘルメットを着用

 　　　している人はほとんどいない。ヘルメットを着用していれば大きな事故の抑

 　　　止力になるはずだ。警察はどのように啓発を行っているのか。 

 【警察】通学路や通勤経路で、自転車のヘルメット着用促進の啓発活動を行ってい

 　　　る。最近では、左京区役所とタイアップし、出勤途上の職員を含めた自転車

 　　　利用者への啓発活動を行った。また、管内の専門学校において、学生と交通

 　　　課員で、「かぶりたくなるヘルメット」を考案、デザインしていただく取組を

 　　　実施し、新聞でも報道された。 

 【委員】そもそも交通ルールを全く知らない人が多い。また、外国人は外免切替で

 　　　簡単に運転ができ、レンタカーで交通事故を起こすケースもあると聞く。外

 　　　国人にはどのような対策を行っているのか。 

 【警察】警察としては、街頭で指導取締りを行うだけでなく、あらゆる年代に対す

 　　　る交通安全教室を行っている。小学生には子供のうちから交通ルールを学ん

 　　　でいただき、自転車通学ができる中学生、高校生に対しては、学校の先生の

 　　　協力を得ながら、生徒たちに交通ルールを知ってもらい、マナーを高めるよ

 　　　うな広報啓発活動に努めている。 

 　　　　外国人によるレンタカーの事故は多くないと認識している。左京区在住の

 　　　留学生には防犯的な啓発に比重を置いているので、今後は、在日外国人も含



 　　　め、いろいろな機会を通じて運転者教育を行い、日本のルールを知ってもら

 　　　うように努める。 

  （3）その他 

 【委員】京都市内の道路にあるバス専用レーンのことである。レーンの上に設置さ

 　　　れた標識は、通勤通学時間が過ぎれば表示内容が変わるはずだが、最近は全

 　　　く変わらない。そのため、全ての車が右側車線を走行し、渋滞を引き起こす 

 　　　原因となっている。どうにかならないだろうか。 

 【警察】一般的には、道路の上に標識を設置、路面でも表示がなされている。バス

 　　　専用レーンに関しては、ルールを守らないドライバーも多いので、その時間

会　議 　　　帯を見て白バイを投入したりする措置は行っている。規制の表示については、

内　容 　　　確認した上で回答させていただきたい。 

４　左京警察署への再編、整備に伴う警察署協議会委員の任期について～署長 

【委員】任期は本年６月から令和９年５月までとなっているが、下鴨署と川端署の 

　　　委員を合わせた人数とはならないのか。 

【警察】一つの警察署で最大13名が定員である。今後のことは、各委員の皆様の御

　　　都合や御事情に配慮し、会長とも相談しながら対応を検討させていただく。 

５　事務連絡 

　　令和７年度第２回京都府下鴨警察署協議会は、令和７年９月中に実施予定であ

　る。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１回京都府下鴨警察署協議会の開催状況 

 

 

         

  

         

  

         

  

         

  

         

  

         

  

         

  

          

          

 

       

       

       

       

       

       

         

  

         

  

         

  

         

  

         

           

 


